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�揺らぎの生成について

�スーパーホライズンすけーるを考える理由

�曲率揺らぎの定義

インフレーションで生成された揺らぎと、現在� インフレーションで生成された揺らぎと、現在
の揺らぎとの関係













考えている時期において
光の進むことができる最大距離 僕は光だよ。

ばびゅーん。

誰もオレに追いつけ
はしないぜ！！

インフレーション期

現在

































� インフレーションの情報を得るには、スーパーホ
ライズンの物理を考える必要がある。

� スーパーホライズンスケールで任意の摂動論的
オーダーで保存する量を構成することができる。

現在の揺らぎの初期値は、インフレーションに� 現在の揺らぎの初期値は、インフレーションに
よって一つしか与えられないという観測的事実
がある。

� インフレーションはsingle fieldを考えるのがもっ
とも手っ取り早い。もしくはReheating時に他の
初期値を与える情報が消えていくと考える。


